
                
  

  

プレスリリース にぎわいとやすらぎの交流都市 立川 

平成３０年９月１４日 立川市広報課 

送付文書 計３枚 

報道機関 各位  

 

市民企画講座「日本の環境問題を考える」を開催します 

 

 たちかわ市民交流大学では、市民企画講座を開催しております。 

私たちの生活に影響を与える環境問題について学び、みんなで考えます。 

取材ならびに記事掲載のほど、よろしくお願いいたします。 

 

記  

 

１.講 座 「日本の環境問題を考える」 

２.対 象  一般市民（市外在住の方も可） 

３.日 時  平成３０年１０月１３日、１２月１５日（土）（全２回） 

午後２時～４時 

４.場 所  高松学習館 

５.講 師   瀬戸 昌之さん（東京農工大学名誉教授、日本環境学会会長） 

６.定 員   ３０人（申込順）  

７.費 用   無料 

８.保 育   あり（１歳～学齢前、事前申込み） 

９.申し込み 高松学習館（℡０４２－５２７－００１４） 

申し込み受付時間 午前８時３０分～午後５時１５分（月曜～土曜） 

※別添チラシをご参照ください。 

 

【問い合わせ】立川市生涯学習推進センター 担当：山口 智子 

℡０４２―５２８―６８７２  



  

 

 

 
 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

・［会 場］：高松学習館・第１教室 

・［申 込］：高松学習館（０４２-５２７－００１４）まで［９月１１日（火）～］ 

・［定 員］：３０人（申込順）  ・［保 育］：あり（事前申込み・1才～学齢前）  

・［受講料］：無料 

〇第１回：『足もとと宇宙から地球を考えよう』 
 ◇期日：平成３０年１０月１３日（土） １４：００～１６：００ 

   ・地球の姿、生物と人の歴史について思いをはせてみましょう… 

    ・「人は社会や自然環境とどのように関わっているのか」を一緒に考えてみま

しょう… 

 

〇第２回：『持続的で公正な社会に何が必要か 

        ―農山村こそ環境の主役―』 
 ◇期日：平成３０年１２月１５日（土） １４：００～１６：００ 

  ・みんなが共有できる社会や自然環境は「持続的で公正」な環境です。 

  ・これを支えているのが「農林業」。しかしながら日本の農山村は消滅に向か

っています。農山村や都市の何が問題かを一緒に考えてみましょう… 

日本の環境問題を考える 

たちかわ市民交流大学・市民推進委員会 主催  ［きらきら☆カード対象講座］ 

環境問題を追求してゆけば、必ず人間活動、
ひいては、社会のあり方の問題に突き当た
ります。 
永続的な社会の構築に向けて環境問題を一
緒に考えてみましょう。 

・講師：瀬戸
せ と

 昌之
まさゆき

さん 

    【東京農工大学名誉教授・日本環境学会会長 

     立川市羽衣町在住】 

たちかわ市民交流大学 
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